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非破壊試験による鋼製管の根入れ測定

建設ＩＴＣ導入研究会

サテライト会員２１８号

超音波測定エンジニアリング（株）

取組の呼称
防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用

取組の目的
出来形管理データの信頼性向上

超音波ポストチェッカー

ＮＥＴＩＳ ＫＴ－０７００４４

にＧＰＳ機能を追加

計測装置の構成

（１）超音波パルスエコー法送受信装置

埋設鋼管長さ測定

（２）ＧＰＳ装置

計測位置情報

探触子 超音波送受信装置 パソコン

ＧＰＳユニット

測定装置外観
防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用

ＧＰＳユニット

今までの装置外観

表示画面例
測定場所の位置情報と時刻を表示

計測値保存時の
位置 緯度、経度

測地確定 Ａ
ＮＧ Ｖ
確定時ＯＫ点滅

計測値保存時の
年月日 時刻

記録保存されるデータ
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計測地点をＧｏｏｇｌｅマップに表示した例

記録データの位置情報で場所が明確
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防護柵支柱地際腐食

強度上重要な地際直下から腐食が
始まる

進行中 重傷

老朽化診断の可能性

根入れ長 以外に地中老朽化推測
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地表面接触腐食部分
反射信号

先端端面信号

地際拡大

調査試行例

東名高速由比ヶ浜当初から無交換、塩害大

部腐食は予想より少なかった

結語

• 最大誤差５ｍ程度の一般的ＧＰＳの有効
性が確認できた。

• 出来形管理時点での位置、時刻が同時記
録され、データの不正転用防止が図れ、信
頼性が向上する。

• 径年後の老朽化診断に位置情報が含ま
れているため、効率向上が期待できる。


